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「大企業とのビジネスマッチング支援」
 

～中経連の情報支援ネットの仕組みと活用～

平成２０年２月

社団法人中部経済連合会

中経連新規事業支援機構
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支援の内容

中経連新規事業支援機構・情報支援ネット

○社団法人中部経済連合会新規事業支援機構は、東海ものづくり創生プロジェクトの活動と連動○社団法人中部経済連合会新規事業支援機構は、東海ものづくり創生プロジェクトの活動と連動

 して、技術評価とマーケティング支援を行っている。して、技術評価とマーケティング支援を行っている。
○その中でも、（社）中経連の会員企業による情報支援ネットで、製品と技術を大手メーカー、商社、○その中でも、（社）中経連の会員企業による情報支援ネットで、製品と技術を大手メーカー、商社、
銀行の専門家が客観的に評価し、製品開発、共同研究等のパートナーの仲介、紹介を行う活動が銀行の専門家が客観的に評価し、製品開発、共同研究等のパートナーの仲介、紹介を行う活動が
特徴的となっている。特徴的となっている。

新技術・新製品の評価新技術・新製品の評価

 
会員企業の技術者が

 
ユーザーニーズに

 
基づいて評価を行う

新製品の販路開拓新製品の販路開拓

 
評価とともに、幅広い

 
業種へのＰＲ、販路開拓

 
が可能

事業パートナーを紹介事業パートナーを紹介

 
企業パートナーや

 
各種支援情報、

 
イベントなどを紹介

支援のスキーム

東海地域の機械・

 素材系大企業との

 マッチング・システム

中経連新規事業支援機構・情報支援ネット

Copyright©2007 中部経済産業局

 

All rights reserved.
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ⅠⅠ．．事業化支援機能の強化事業化支援機能の強化
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中経連の支援活動

「技術評価とマーケティング支援」

・会員企業がユーザーの立場で支援「情報支援ネット」

 （評価と販路：大手メーカー、大学、商社、銀行）

 現役ユーザー情報、業界横断の展開、短時間での技術評価とマーケティング

 
・技術コーディネータ（窓口、複数）常駐

 技術指導、用途展開・特許活用アドバイス

 
・

 
広域対象、制限なし、無料、機密保持

 ボランティア

 
・広域な支援機関連携
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５．大学・公的研究所および企業などのシーズ・ニーズの
マッチング支援
・大学、企業などのシーズの紹介、仲介と活用促進による事業化支援。
・大学、公的研究所などの特許や研究テーマの紹介。

・経験豊かな技術系コーディネーターによる事業コンセプト

 

からマーケティングまでのビジネスプラン構築支援。

・事業提案資料の作成、特許取得および活用へのアドバイスなど。

１．技術および製品の市場性評価と製品開発支援

・中経連会員企業、関連支援機関への情報ネットワークを活用した

 

広域的でスピーディなPR支援。
・製品技術説明会、ビジネスマッチング、ホームページ公開などによる販路開拓支援。

２．新技術・新製品の販路開拓支援

・中経連会員企業、大学などがユーザーニーズに基づいて技術、製品の市場性を評価。
・製品開発、共同研究などのパートナーの仲介、紹介。

７．セミナー、展示会および各種支援情報の提供

３．事業計画の立案および練り上げ支援

４．会員企業OBによる事業創出支援
・ものづくり現場経験を有する中経連会員企業OBによるコア技術の抽出、活用指導などの事業創出支援。

６．新規事業の表彰制度
・地域経済、社会への貢献や波及効果が高いものづくり事業の表彰。

・セミナー、展示会、支援機関との交流会の開催。
・補助金などの公的支援施策情報の提供。

中経連新規事業支援機構の支援項目
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【技術評価とマーケティング支援】
 

・会員企業がユーザーとなる情報支援ネット
 （評価と販路：大手メーカー、大学、商社、銀行）

 現役のユーザー情報、業界横断の展開、短時間での技術評価とマーケティング

 

・技術コーディネータ（窓口、複数）常駐
 技術指導、用途展開・特許活用アドバイス

 

・広域対象、制限なし、無料、機密保持
 ボランティア

 

・広域な支援機関連携
 地域の支援機関、他経済団体間との連携

中経連新規事業支援機構の活動の特徴
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分野別分野別支援申込み状況支援申込み状況
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申し込み者（地域別）

愛知県
74.2%

その他
11.2% 長野県

0.8%

岐阜県
7.8%

静岡県
1.3%

三重県
4.7%
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これまでの支援実績

•
 

申込と対応：支援申込総数；
 

1412件

面談対応回数；
 

約2000回

•
 

対象産業分野：
 

生活文化、新製造技術、環境

情報、ものづくり分野が主

•
 

情報支援ﾈｯﾄ配信：
 

７５件

製品技術説明会；39回、42案件

•
 

成功事例：経済産業大臣・林野庁長官賞・中小企業長官賞

ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ大賞他受賞企業排出

大学発VB
 

BtoB成立他

事業進展件数；363件

顕在化した成果金額；約１５億円（単年度を積算）
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⑦ビジネスマッチング

①申込書

②面

 
談

③支援依頼書

⑥集計結果

（要望）

④評価依頼

⑤評価結果

⑥集計結果

仲介
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情報支援ネット評価依頼イメージ

産業界のユーザーニーズに基づいた評価産業界のユーザーニーズに基づいた評価

提案者

中部経済連合会

↓↓↓↓↓↓

 
↓↓↓↓↓↓↓↓

企業・・・

 
企業

 
・・・企業

◆技術を誰が評価するか？

◆各企業の担当窓口より、その技術・

 製品分野のユーザニーズユーザニーズを把握し

 た技術者（設計部門・研究開発部技術者（設計部門・研究開発部

 門等）門等）

 
のキーマンのキーマンへ評価依頼。

イントラネットで専門部署に展開

◆評論家の評価評論家の評価であってはならない。

中経連会員企業の技術者集団中経連会員企業の技術者集団

（設計部門・研究開発部門等（設計部門・研究開発部門等）
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情報支援ネット
 

会員登録分野

・１８５の企業・団体が登録（メーカー、商社、金融、大学等）

情報支援ネット登録分野
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情報支援ネット
 

案件配信実績

１．８年間で７１件を配信

（案件総数の約５％）

２．延べ
 

6,500社に配信

回答率：約４０％

３．検討可能性「有り」の

回答：平均３．６社

４．有用な評価コメント多数

案件評価状況：検討可能性「有り」
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ユーザーニーズに基づく評価
（金融機関への説明資料に使用したベンチャーもある）



16

配信事例⑥配信事例⑥
 

緩み止めボルト緩み止めボルト

■使用方法

 締結物を挟んだ後、右ナットを適切な軸力が得られるまで締め付け

 る。次に左ナットを締め付ける。この時、あまり強く締めすぎるとナッ

 トが空回りする可能性があるため、右ナットを締める力の20～30%く

 らいの力で締め付ける。市販のレンチやスパナで締め付け・取り外し

 が可能。

■構造

 振動により右ナットが緩もうとすると左ナットがその緩みをブロック。さら

 に振動が続くとナットとナットの間に面圧が加わり、強力な摩擦が起き

 るため、ナット同士が離れにくくなる。このため締め付けがより強固にな

 り、さらに緩みにくい状態を生み出す。
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配信事例⑥
 

緩み止めボルト

内

 
容

 
：一本のボルトの軸にピッチの違う右ネジと左ネジを同時に成形したボルト。転造

 加工での量産品としては世界で初めてねじ用限界ゲージで通り・止まりの基準を満

 たしたもの。

ポイント

 
：右ネジと左ネジの組み合わせたダブルナット締めにより、強力な緩み止めを

 実現。通常ボルトとほぼ同価格。締め付け、取り外しが簡単にできる作業性の良い

 ボルト。国内のみならず、海外のねじ規格に対応可能。

反応

 
：高い評価。採用に向けた具体的な質問

主なコメント

・

 
独自性、アイデア高い評価。

・

 
ネジ径種類・試験データが不足。

・接触面が減少しているためネジ抜けが

 心配。トルク管理が厳しくなるのではな

 いか。

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00
機能・性能

技術レベル

価格・コスト競争力

用途展開性

製品技術製品技術説明会説明会（２回）（２回）
（合同説明会・企業訪問）（合同説明会・企業訪問）

大手企業技術者が工場訪問大手企業技術者が工場訪問
共同研究へ向け検討共同研究へ向け検討
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支援フロー

指導記録D/B化

申込み

受　付

ヒアリング(面談)

中経連VB支援ｾﾝﾀｰへ

段階3～4

段階

1～3

ﾚﾍﾞｱｯﾌﾟ指導

面接指導

指導記録D/B化

ﾚﾍﾞﾙ判断 情報支援ﾈｯﾄ

中経連

会員企業内

展　開

評価・ｺﾒﾝﾄ

情報支援ﾈｯﾄ

ｺﾒﾝﾄﾁｪｯｸ・
結果返信

技術説明会開催

(ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ)

アフターフォロー

協力検討

各支援機関個別指導

MSS連絡会議

集計

公開HP掲載

各支援機関

共通PR

3.5点未満

3.5点以上

ﾚﾍﾞﾙ判断

適否判断

情報交換ｼｽﾃﾑ

各支援機関内
展　開

評価・ｺﾒﾝﾄ

情報交換ｼｽﾃﾑ

MSS

D/B化

支援センター外部

集計
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広域的な支援連携の推進

【中部

 

⇔

 

北陸】
◆合同イベント（ベンチャーエキスポ）

◆開発支援（平面アンテナ・プレス安全装置）
◆販路開拓支援（１回／月）

情報交換システム（ＭＳＳ）

北海道

東北

北陸

中部

関西

中国

九州・山口

 

四国

７県

３県

８県

５県

全国３９県

【中部

 

⇔

 

東北】

◆製品販路開拓支援（１回／月）
情報交換システム（ＭＳＳ）

（CADデータのPDF一括変換ソフト）

【中部

 

⇔

 

九州・山口】

◆製品販路開拓支援（１回／月）
情報交換システム（ＭＳＳ）
※試行的に参加

他経済団体との連携
・東北経済連合会、北陸経済連合会、九州・山口経済連合会

北海道経済連合会、関西経済連合会、中国経済連合会、

四国経済連合会



20

・・ＭＳＳ目利きネットＭＳＳ目利きネット
ＭＳＳ連絡会構成メンバーにて、案件の評価を実施し、評価平均点が基準点を上ＭＳＳ連絡会構成メンバーにて、案件の評価を実施し、評価平均点が基準点を上
回った案件を共通支援案件に登録、ＭＳＳ連絡会推薦案件のホームページに掲載。回った案件を共通支援案件に登録、ＭＳＳ連絡会推薦案件のホームページに掲載。

情報交換システム：ＭＳＳ目利きネット
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・・ＭＳＳ連絡会推薦案件ホームページＭＳＳ連絡会推薦案件ホームページ

情報交換システム：ＭＳＳ目利きネット

※【※【推薦案件推薦案件

 
ＵＲＬＵＲＬ】】

 
http://http://www.vbsc.netwww.vbsc.net/mss/board//mss/board/

http://www.vbsc.net/mss/board/
http://www.vbsc.net/mss/board/
http://www.vbsc.net/mss/board/
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中経連

 
新規事業

 
支援機構

ビジネスマッチング

情報支援ネット情報支援ネット

１９年度トライアル・１７プロジェクト
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東海地域の機械・素材系大企業とのマッチング・システム東海地域の機械・素材系大企業とのマッチング・システム（全国から東海へ）（全国から東海へ）
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全国の有望案件を経済局や産業クラスターの全国の有望案件を経済局や産業クラスターの
推進機関が発掘し中部経済産業局及び推進機関が発掘し中部経済産業局及び
中経連に照会する。中経連に照会する。

中部局と中経連は共同で案件を精査。中部局と中経連は共同で案件を精査。
レベルアップ指導等を行い、面接指導も行うレベルアップ指導等を行い、面接指導も行う

 
（指導は幾度にも渡ることがある）。（指導は幾度にも渡ることがある）。

中経連とクラスター・マーケティング・中経連とクラスター・マーケティング・
アドバイザーは案件のブラッシュアップのため、アドバイザーは案件のブラッシュアップのため、
必要に応じて出張面談を行う。必要に応じて出張面談を行う。

全国からの案件への対応は出張面談会を想定。全国からの案件への対応は出張面談会を想定。
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ⅠⅠ．．事業化支援機能の強化事業化支援機能の強化
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B to B B to C
製品例 生産設備・部品・材料

業務用ﾊﾟｿｺﾝ･ｿﾌﾄ

日用品・ｻｰﾋﾞｽ

個人用ﾊﾟｿｺﾝ･ｿﾌﾄ

客先

選択基準

決定ﾙｰﾙ

ﾎﾟｲﾝﾄ

Only One
支援機関

B to B to C
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＜オンリーワンの作りこみ＞

• 競合品情報 （競合品の無い物は無い）；
ITの活用、VE手法

• 競争相手の動向（見えないものを見る）；
展示会（同業･異業）の活用

オリジナリティ
（真似ない・真似されない・真似しにくい）
企業ﾎﾟﾘｼｰ

 
PAT. ﾉｳﾊｳ

ＷＰＰＨ
 

ＱＣＤＤ
 

ＳＳ
 

＋
 

CS


	「大企業とのビジネスマッチング支援」��～中経連の情報支援ネットの仕組みと活用～
	販路開拓
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	申し込み者（地域別）
	これまでの支援実績　
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	情報支援ネット評価依頼イメージ
	スライド番号 14
	情報支援ネット 案件配信実績
	スライド番号 16
	配信事例⑥　緩み止めボルト
	支援フロー
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	B to B to C
	＜オンリーワンの作りこみ＞

